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　此書このしよ全部ぜんぶ六巻、牧之老人ぼくしらうじんが眠ねふりを駆かるの漫筆まんひつ、梓あづさを俟またざるの稿本かうほんなり。故ゆゑに走墨乱写そうぼくらんしやし、図づも亦また艸画さうぐわなり。老人らうじん余よに示しめして校訂かうていを乞こふ。因よつて其駁雑そのはくざつを刪けづり、校訂かうてい清書せいしよし、図づは豚児とんじ京水に画ゑがゝしめしもの三巻、書賈しよかの請こひに応おうじ老人に告つげて梓しを許ゆるし以もつて世よに布しきしに、発販はつはん一挙いつきよして七百余部よぶを鬻ひさげり。是これに依よりて書肆しよし後編こうへんを乞こふ。然しかれども余よが机上きしやう它たの編筆へんひつに忙せはしく屡しば〳〵稿かうを脱だつするの期約きやくを失うしなひしゆゑ、近日このごろ務つとめて老人が稿本かうほんの残冊ざんさつを訂ていし、以もつて其乞そのこひに授さづく。

　牧之ぼくし老人は越後ゑちごの聞人ぶんじんなり。甞かつて貞介朴実ていかいぼくじつを以もつて聞きこえ、屡しば〳〵県監けんかんの褒賞はうしやうを拝はいして氏の国称こくしようを許ゆるさる。生計せいけいの余暇よか風雅ふうがを以四方に交まじはる。余が亡兄ぼうけい醒斎せいさい京伝の別号翁をうも鴻書こうしよの友ともなりしゆゑ、余よも亦また是これに嗣つぐ。老人余よに越遊ゑついうを奨すゝめしこと年々なり。余よ固もとより山水に耽ふけるの癖へきあり、ゆゑに遊心いうしん勃ぼつ々たれども事に紛まぎれて果はたさず。丁酉の晩夏ばんか遂つひに豚児せがれ京水を従したがへて啓行けいかうす。始はじめには越後の諸勝しよしようを尽つくさんと思ひしが、越地ゑつちに入し後のち、年とし稍やゝ侵しんして穀価こくか貴踊きようし人心穏おだやかならず、ゆゑに越地を践ふむこと僅わづかに十が一なり。しかれども旅中りよちゆうに於て耳目じもくを新あらたにせし事を挙あげて此書に増修そうしうす。百樹もゝき曰といふもの是也。

　前編ぜんへんに載のせたる三国嶺みくにたふげの図づは、牧之老人が草画さうぐわに傚ならひて京山私儲わたくしして満山まんざんに松樹まつのきを画ゑがけり。余よ越遊ゑついうの時三国嶺を踰こえしに此嶺このたふげはさらなり、前後の連岳れんがくすべて松を見ず。此地にかぎらず越後は松の少すくなき国なり。三国嶺たふげを知る人は松を画しを笑わらふべし。是老人が本編ほんへんの誤あやまりには非あらず、京水が蛇足じやそくなり。

　山川村庄さんせんそんしやうはさらなり、凡およそ物の名の訓よみかた清濁すみにごるによりて越後の里言りげんにたがひたるもあるべし。然しかれども里言は多く俗訛ぞくなまりなり、今いま姑しばらく俗に从したがふもあり。本編には音訓おんくんの仮名かなを下くださず、かなづけは余よが所為しわざなり。謬あやまりを本編に駆かること勿なかれ。

　余也よや固もとより浅学せんがくにして多く書しよを不読よまず、寒家かんかにして書に不富とまず、少く蔵せしも屡しば〳〵祝融しゆくいうに奪うばゝれて、架上かしやう蕭然せうぜんたり。依之増修ぞうしうの説せつに於て此事は彼かの書に見しと覚おぼえしも、其書を蔵せざれば急就きうしの用に弁べんぜず、韈癬べつせんするが多し。且かつ浅学せんがくなれば引漏ひきもらしたるも最いと多かるべし。

　本編雪の外ほか它たの事を載のせたるは雪譜せつふの名を空むなしうするに似にたれども、姑しばらく記しるして好事かうずの話柄わへいに具ぐす。増修そうしうの説せつも亦また然しかり。

　雪の奇状きじやう奇事きじ其大概たいがいは初編に出いだせり。猶なほ軼事てつじ有あるを以此二編に記しるす。已すでに初編に載のせたるも事の異ことなるは不舎すてずして之これを録ろくす。盖けだし刊本かんほんは流伝りうでんの広ひろきものゆゑ、初編を読よまざる者ものの為ためにするの意いあり。前後を読人よむひと其層見重出そうけんちようしゆつを詰なじること勿なかれ。

　釋しやくの字じ釈に作つくるの外、澤たくを沢、驛を駅えきに作つくるは俗ぞくなり、しかれども巻中驛えき澤たくの字多し。姑しばらく俗ぞくに从したがうて駅沢に作り、以梓繁しはんを省はぶく。余よの省字せうじは皆古法こほふに从したがふ。

　巻中の画、老人が稿本かうほんの艸画さうぐわを真しんにし、或あるひは京水が越地に写うつしし真景しんけい、或里人さとびとの話はなしを聞きゝて図づに作りたるもあり、其地に照てらして誤あやまりを責せむることなかれ。

　老人編を嗣つぐの意いあり、ゆゑに初編二編といふ。前編後編といはず。
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